
意見募集の結果について 

 

 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令

（案）に対する御意見について 

 

１． 意見募集の結果 

 

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する

政令（案）の内容について、平成 29 年 12 月 15 日から平成 30 年１月 18 日

までの間、国民の皆様から広く意見を募集したところ、意見の提出はありま

せんでした。なお、その他、案について全く言及しておらず、案と無関係と

判断されるものが１件ありました。 

 

 

２． 政令等の公布 

 

消防庁では、意見募集の結果等を踏まえ、非常勤消防団員等に係る損害補

償の基準を定める政令の一部を改正する政令（平成 30 年政令第 29号）を平

成 30 年２月７日に公布しました。 

 

今後とも、国民の安全・安心を守る消防行政を展開してまいりますので、引

き続き、消防行政にご理解を賜るようお願いします。 

 

３． 本件問い合わせ先 

 

消防庁地域防災室 （担当：川上） 

TEL 03-5253-7561（直通） 

FAX 03-5253-7576 



平 成 30 年 ２ 月 

消防庁地域防災室 

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令概要 

 

１．改正が必要となった経緯 

 ○ 「一般職の職員の給与に関する法律」（昭和 25年法律第 95号。以下「給与法」とい

う。）が平成 28 年 11 月に改正され、今年度以降、扶養手当の支給額が段階的に変更さ

れるところ。 

（配偶者に係る手当額を 13,000円→10,000円→6,500円に減額し、子に係る手当額を 6,500円→ 

8,000円→10,000円に増額） 

 ○ 「非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令」（昭和 31年政令第 335号。

以下「基準政令」という。）において、損害補償の算定の基礎となる額（以下「補償基

礎額」という。）の加算額及び加算の対象については、給与法で定められている扶養手

当の支給額及び支給対象をもとに定められている。 

 ○ 給与法が上記のとおり改正されたことから、平成 30年度以降についても、基準政令

で定められている扶養親族加算額の改正を実施する必要がある。 

 

２．改正の概要 

 ○ 加算額（基準政令第２条第３項） 

 

政令における号 第１号 第２号 第３号 第４号 第５号 第６号 

区 分 

配偶者 
（婚姻の届出を

しないが、事実上

婚姻関係と同様

の事情にある者

を含む。） 

22 歳に達する日

以後の最初の３

月 31日までの間

にある子 

22 歳に達する日

以後の最初の３

月 31 日までの間

にある孫 

60歳以上の

父母及び祖

父母 

22 歳に達する

日以後の最初

の３月 31日ま

での間にある

弟妹 

重度心身 

障害者 

平成 28

年度以

前 

加算額 433円 217円 217円 

配偶者がない場

合の加算額（扶養

親族のうち１人

に限る） 

― 367円 367円 

平成 29

年度 

加算額 333円 267円 217円 

配偶者がない場

合の加算額（扶養

親族のうち１人

に限る） 
― 333円 ― 

配偶者及び扶養

親族に係る子が

ない場合の加算

額（扶養親族のう

ち 1 人に限る） 

― ― 300円 

平成 30年度以降 217円 333円 217円 

 

３．スケジュール 

  公布日  ：平成 30年２月７日 

  施行日  ：平成 30年４月１日 



政
令
第
二
十
九
号

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
水
防
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
、
第
一
号
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
を
加
え
、
「
三
百
三
十
三
円
を

」
を
「
一
人
に
つ
き
二
百
十
七
円
を
」
に
改
め
、
「
二
百
六
十
七
円
（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
」
及
び
「
）
を
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に

つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
二
百
十
七
円
（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
及
び
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
が

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
百
円
）
」
を
削
る
。

附

則



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
第
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
損
害
補
償
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
損
害
補
償
」
と
い
う
。
）
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ

き
事
由
の
生
じ
た
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
同
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
傷
病
補
償
年
金
、
同
条
第
四
号
イ
に
規
定
す

る
障
害
補
償
年
金
及
び
同
条
第
六
号
イ
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
傷
病
補
償
年
金
等
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
損
害
補
償
（
傷
病
補
償
年
金
等
を
除
く
。
）
及
び
同
日

前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
同
日
前
の
期
間
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
新
旧
対
照
条
文

◎

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
補
償
基
礎
額
）

（
補
償
基
礎
額
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

前
条
に
規
定
す
る
損
害
補
償
（
以
下
「
損
害
補
償
」
と
い
う
。
）
は
、

療
養
補
償
及
び
介
護
補
償
を
除
き
、
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

２

（
略
）

２

前
項
の
補
償
基
礎
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一

非
常
勤
消
防
団
員
又
は
非
常
勤
水
防
団
員
が
公
務
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷

し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
公
務
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に

よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
死
亡
若
し
く

は
負
傷
の
原
因
で
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
日
又
は
診
断
に
よ
り
死
亡
の
原
因

で
あ
る
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
若
し
く
は
診
断
に
よ
り
疾
病
の
発
生
が

確
定
し
た
日
に
お
い
て
当
該
非
常
勤
消
防
団
員
又
は
非
常
勤
水
防
団
員
が
属

し
て
い
た
階
級
及
び
当
該
階
級
に
任
命
さ
れ
た
日
か
ら
の
勤
務
年
数
に
応
じ

て
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

二

消
防
法
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法

第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二

十
九
条
第
五
項
（
同
法
第
三
十
条
の
二
及
び
第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
消
防
作
業
に
従
事
し
た
者
（
以

下
「
消
防
作
業
従
事
者
」
と
い
う
。
）
、
同
法
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
救
急
業
務
に
協
力
し
た
者
（
以
下
「
救
急
業
務
協
力
者
」
と
い

う
。
）
又
は
水
防
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
水
防
に
従
事
し
た
者
（
以



下
「
水
防
従
事
者
」
と
い
う
。
）
が
消
防
作
業
若
し
く
は
水
防
（
以
下
「
消

防
作
業
等
」
と
い
う
。
）
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
た
こ

と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
消
防
作
業

等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
た
こ
と
に
よ
る
負
傷
若
し
く

は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
八

千
八
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
、
そ
の
者
の
通
常
得
て
い
る
収
入

の
日
額
に
比
し
て
公
正
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
万
四
千
二
百
円

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
増
額
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
非
常
勤
消
防
団
員
若
し
く
は
非

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
非
常
勤
消
防
団
員
若
し
く
は
非

常
勤
水
防
団
員
又
は
消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
若
し
く
は
水
防
従

常
勤
水
防
団
員
又
は
消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
若
し
く
は
水
防
従

事
者
（
以
下
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
」
と
い
う
。
）
の
死
亡
若
し
く
は
負
傷
の

事
者
（
以
下
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
」
と
い
う
。
）
の
死
亡
若
し
く
は
負
傷
の

原
因
で
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
日
又
は
診
断
に
よ
り
死
亡
の
原
因
で
あ
る
疾
病

原
因
で
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
日
又
は
診
断
に
よ
り
死
亡
の
原
因
で
あ
る
疾
病

の
発
生
が
確
定
し
た
日
若
し
く
は
診
断
に
よ
り
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
に

の
発
生
が
確
定
し
た
日
若
し
く
は
診
断
に
よ
り
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
に

お
い
て
、
他
に
生
計
の
み
ち
が
な
く
主
と
し
て
非
常
勤
消
防
団
員
等
の
扶
養
を

お
い
て
、
他
に
生
計
の
み
ち
が
な
く
主
と
し
て
非
常
勤
消
防
団
員
等
の
扶
養
を

受
け
て
い
た
も
の
を
扶
養
親
族
と
し
、
扶
養
親
族
の
あ
る
非
常
勤
消
防
団
員
等

受
け
て
い
た
も
の
を
扶
養
親
族
と
し
、
扶
養
親
族
の
あ
る
非
常
勤
消
防
団
員
等

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
金
額
に
、
第
一
号
又
は
第
三
号
か
ら
第
六

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
金
額
に
、
第
一
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族

号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
二
百
十

に
つ
い
て
は
三
百
三
十
三
円
を
、
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は

七
円
を
、
第
二
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
三
百
三
十

一
人
に
つ
き
二
百
六
十
七
円
（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者

三
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て
得
た
額
を
も
つ
て
補
償
基
礎
額
と
す
る
も
の
と

が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
百
三
十
三
円
）
を
、
第
三

す
る
。

号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に

つ
き
二
百
十
七
円
（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
第
一
号
に
該
当
す
る
者
及
び
第
二

号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三

百
円
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て
得
た
額
を
も
つ
て
補
償
基
礎
額
と
す
る
も
の

と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情



に
あ
る
者
を
含
む
。
）

二

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

子
三

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

孫
四

六
十
歳
以
上
の
父
母
及
び
祖
父
母

五

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

弟
妹

六

重
度
心
身
障
害
者

４

（
略
）

４

扶
養
親
族
た
る
子
の
う
ち
に
十
五
歳
に
達
す
る
日
後
の
最
初
の
四
月
一
日
か

ら
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
あ
る
子
が
い
る
非
常
勤
消
防
団

員
等
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
六
十
七
円
に
特
定
期
間

に
あ
る
当
該
扶
養
親
族
た
る
子
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
る

額
に
加
算
し
た
額
を
も
つ
て
補
償
基
礎
額
と
す
る
も
の
と
す
る
。




